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Plain Language Summary

この要約は何について書かれたものですか？
・ MiroSearch研究は日本で行われた臨床研究で，整形外科疾患に伴う神経障害性疼痛をもつ患
者さんに医師や薬剤師が標準化された服薬指導をした際の，疾患と薬剤に対する患者さんの
理解度や治療満足度を調べました。
・ 患者さんはミロガバリンを8週間服薬し，そのうち治療開始時と開始後4週時に医師または
薬剤師から対面で服薬指導を受けました。

MiroSearch研究の結果は？
・ 治療開始後8週時点で，患者さんの治療満足度が満足以上（7段階のスコアで，スコア 5満足～7 

きわめて満足）であった割合は半数以上である52.8％（163名中86名）でした。
・ 患者さんの治療満足度は，おもに医師・薬剤師とのコミュニケーションに対する満足度，お
よび患者さんの神経障害性疼痛やミロガバリンに対する理解度の向上と関係しました。
・ また，患者さんの理解度は，治療開始時より治療開始後8週時で高いという結果でした。
MiroSearch研究の結果はどのような意味がありますか？
・ この研究の結果は，患者さんの疾患や服用する薬剤への理解度を向上させる服薬指導の重要
性，また患者さんと医師・薬剤師とのコミュニケーションの重要性を示しています。
・ さらに患者さん自身が神経障害性疼痛やミロガバリンに関する理解度を高めることで，患者
さんの治療満足度が上がる可能性を意味しています。

・ キーワード：痛み，神経障害性疼痛，整形外科疾患，服薬指導，プレイン・ランゲージ・サマリー，満足度，ミ
ロガバリン，理解度，レイサマリー
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この要約は誰に向けて作成されていますか？

・ 神経障害性疼痛の治療薬を調剤し，服薬を指導してい
る，あるいは今後行う可能性のある薬剤師をおもな対
象としています。

・  また，神経障害性疼痛のある患者さん，一般の人，あ
るいは看護師・医師といった医療従事者にも役立つ内
容が含まれます。

MiroSearch研究は何の病気・薬に関する
研究ですか？

・ 腰部脊柱管狭窄症，頚椎症，腰椎椎間板ヘルニアなど
の整形外科疾患を原因とする神経障害性疼痛に関する
研究です。

・ 神経障害性疼痛の治療に用いられる選択的α2δリガンド
（ガバペンチノイド）であるミロガバリン（一般名：ミロガ
バリンベシル酸塩）に関する研究です。

痛みの種類

・  痛みは原因によって大きく「侵害受
容性疼痛」と「神経障害性疼痛」など
に分けられ，痛みの起こり方や感じ
方が異なります（図1）。なお，痛みの
原因や病気の種類によっては，2種類
の痛みが混在する混合性疼痛となる
場合もあります。

ミロガバリンとは？

・  ガバペンチノイドであるミロガバリ
ンは，電位依存性カルシウムチャネル
の補助サブユニットであるα2δサブ
ユニットに結合し，神経系におけるカ
ルシウムイオン電流を抑制します。

・  これにより痛みの信号の伝達を抑
え，鎮痛作用を発揮すると考えられ
ています（図2）。
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MiroSearch研究はなぜ行われたのでしょうか？

・ この研究は，整形外科疾患に伴う神経障害性疼痛をもつ患者さんに対して，医師や薬剤師がより
丁寧に服薬指導を行うことで，患者さんの疾患および薬剤に対する理解度や治療満足度の向上に
つながるかどうかを明らかにするために行われました。

MiroSearch研究はどのように 行われましたか？

・ この研究は，2023年7月から2024年8月にかけて，日本国内の複数（11施設）の医療機関において
実施された臨床研究です。

・  整形外科疾患に伴う軽度以上の神経障害性疼痛があり，ミロガバリンによる治療を開始する予定
のある，18歳以上の通院可能な患者さんが参加しました。

・  患者さんは，治療開始時および治療開始後4週時に，医師または薬剤師から標準化された服薬指
導マニュアルに基づく対面での服薬指導を受けました（図3）。

・  服薬指導では，痛みの発生機序，ミロガバリンの効果，用法・用量および漸増方法，副作用（めま
いや眠気など），ならびに服薬継続の重要性について説明しました（図4）。

・  ミロガバリンは，患者さんの腎機能に応じて電子添文に従い，8週間投与されました。通常，1回5 

mgを1日2回から投与を開始し，患者さんの状態を確認しながら1週間以上の間隔をあけて，1回
あたり5 mgずつ増量しました。最終的には1回15 mgを1日2回飲むことを目標として，患者さん
の年齢，症状，腎機能（クレアチニンクリアランス）に基づいて，投与量は調整されました。
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図4–1
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図4–2
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MiroSearch研究に参加した患者さんの特徴は？

・  MiroSearch研究には，神経障害性疼痛治療薬を初めて使用する201名の患者さんが参加しました。
・  安全性（有害事象）の評価では，参加基準を満たしミロガバリンを1回でも服薬した195名を対象
としました。

・  治療満足度や疾患・薬剤に対する理解度の評価では194名を対象とし，そのうち86％（166名）が
研究を最後まで完了しました。

・ 194名のおもな特徴を図5に示しました。

MiroSearch研究の結果はどのようなものでしたか？

患者さんの治療満足度
・  治療満足度は7段階（1：きわめて不満～ 7：きわめて満足）のスコアを用いて，この研究での治療
についてどの程度満足しているかを，患者さん自身と医師がそれぞれ評価しました。

・  スコア5～ 7（5：満足～ 7：きわめて満足）を満足以上としました。
・  治療開始後8週時点で，患者さんの治療満足度が満足以上であった割合は52.8％（163名中86名）
でした（図6）。
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・  半数以上の患者さんがミロガバリンの治療に対して満足していたことを意味します。
・  患者さんの疾患・薬剤に対する理解度が高いほど，治療に対して満足以上と回答する患者さんの
割合が高かったです（図7）。

患者さんの治療満足度に関係する要因
・  治療開始後8週時点の患者さんの治療満足度は，（1）おもに医師・薬剤師とのコミュニケーション
に対する満足度，（2）患者さんの疾患（神経障害性疼痛）や薬剤（ミロガバリン）に対する理解度の向
上と関係しました。

患者さんと医師の治療満足度の一致割合
・ 治療開始後8週時点で，患者さんと医師の両者の治療満足度が満足以上（スコア5：満足～ 7：き
わめて満足）と回答した割合は49％（163名中80名）でした（図8）。

・ 一方，医師は「満足以上」，患者さんは「満足未満」（スコア1：きわめて不満～ 4：多少満足）と回答し
た割合は30％（163名中49名）でした（図8）。

ライフサイエンス出版 2026. 10. 29提供



635Therapeutic Research   vol. 47   no. 10　2026

図9

患者さんの理解度

・  服薬指導による患者さんの神経障害性疼痛やミロガバリンに関する理解度の変化を全6問（各設
問1点，計6点満点）の質問票で評価し（図9），治療開始時平均3.1点に対して，治療開始後8週時
は平均4.7点と，患者さんの理解度は向上していました。
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・  治療開始後8週時，ミロガバリンの有
効な痛みの種類，おもな副作用，服用
方法などの各設問に対する理解度は，
いずれも患者さんの正答率（理解度）が
80％以上と高くなりました（図10）。

・  一方，患者さんの正答率（理解度）が開
始時・8週時点ともに低かった設問は，
侵害受容性疼痛と神経障害性疼痛の違
いでした。

MiroSearch研究で見られたおもな有害事
象は何ですか？
・  研究期間中，有害事象は 54％（195名
中105名）の患者さんが経験しました
が（図11），多くの有害事象の重症度
は軽度または中等度でした。

・  研究期間中，重篤な有害事象として，呼
吸困難，鎖骨骨折，交通事故が各1名，
合計3名の患者さんに見られましたが，
これらの有害事象はすべてミロガバリン
との因果関係はないと判断されました。

・  参加者の10％以上に見られた有害事
象は眠気（35％，69名）と浮動性めまい
（12％，24名）でした。
・  浮動性めまいとは，周囲がグルグル回
るのではなく，自分の体がふわふわす
る，フラフラする，足元が不安定に感
じるめまいです。

MiroSearch研究の結果は何を意味しますか？

「神経障害性疼痛やミロガバリンに関する理解度を高めることで，患者さんの治療満足度が上がる可能
性があります。」

図10

図11

・ 服薬指導の重要性：患者さんの疾患や服用する薬剤への理解度を向上させる服薬指導を継続
的に提供することで，患者さんの治療満足度を高めることができるかもしれません。

・ コミュニケーションの重要性：医師や薬剤師は，丁寧な説明を継続的に行うだけでなく，治
療目標を共有し，患者さんが治療に関する懸念や疑問を自由に表現できるような良好なコ
ミュニケーションを心がけることが大切です。
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＊これまで述べたことは，MiroSearch研究一つの結果からみた情報です。これはとても重要な情報です
が， 一つの研究だけで判断するのではなく，複数の研究と比較することや各種臨床ガイドラインなどを
参考にすることが大切です。

この要約のもとになったMiroSearch研究の論文はどこで読めますか？   
・ 論文タイトル： Medication Instruction and Mirogabalin Treatment Satisfaction in Patients with Neuropathic  
   Pain due to Orthopedic Diseases: Results of MiroSearch, a Japanese Exploratory Interven- 
   tional Study
・ 出版医学雑誌名：Advances in Therapy
・ 言語：英語
・ 出版日：2026年3月18日 
・ 論文が掲載されているWebサイト：https://link.springer.com/article/10.1007/s12325-026-03516-4
・ 書誌情報： Nakashima H, Yamada K, Kato Y, Hashimoto W, Toyama T, Imagama S. Adv Ther 2026;43:2217–35. 
   https://doi.org/10.1007/s12325-026-03516-4.
   上記のwebサイトから無料で論文をお読みいただけます。
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